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利島村告示第７号 

 

令和６年第４回（１１月）利島村議会臨時会を下記のとおり招集する。 

  令和６年１０月３０日 

 

 

 

利島村長  村 山 将 人 

 

 

記 

 

１ 日  時 令和６年１１月５日（火） 午前９時３０分 

 

２ 場  所 利島村役場議会室 

 

３ 付議案件 議案第４４号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予算（補正第２号） 

議案第４５号 令和６年度東京都利島村介護保険事業特別会計（事業勘定）補正予算 

       （第１号） 

議案第４６号 令和６年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１ 

       号） 

議案第４７号 令和６年度東京都利島村簡易水道事業補正予算（第１号） 

議案第４８号 令和６年度東京都利島村浄化槽事業補正予算（第１号） 
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〇 応 招 ・ 不 応 招 議 員 

 

応招議員 ６名 

   １番   木  村  航  大  君     ２番   大  磯  元  希  君 

   ３番   石  野  美 由 紀  君     ４番   井  口     保  君 

   ５番   髙  田  竜  次  君     ６番   加  藤  大  樹  君 

 

不応招議員 なし 
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令和６年第４回利島村議会臨時会 

 

議事日程第１号                        １１月５日午前９時３０分開会 

 

日程第 １ 議案第４４号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予算（補正第２号） 

日程第 ２ 議案第４５号 令和６年度東京都利島村介護保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第 

             １号） 

日程第 ３ 議案第４６号 令和６年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第 ４ 議案第４７号 令和６年度東京都利島村簡易水道事業補正予算（第１号） 

日程第 ５ 議案第４８号 令和６年度東京都利島村浄化槽事業補正予算（第１号） 
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出席議員 ６名 

   １番   木  村  航  大  君     ２番   大  磯  元  希  君 

   ３番   石  野  美 由 紀  君     ４番   井  口     保  君 

   ５番   髙  田  竜  次  君     ６番   加  藤  大  樹  君 

 

欠席議員 なし 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

  村  長 村  山  将  人  君 副 村 長 菅  瀬  優  生  君 

  教 育 長 三  室  哲  哉  君 

総務課長 
・ 住 民 
課  長 
（兼務） 

榎  本  雅  仁  君 

  総 務 課 
  主  幹 

隅     智  孝  君 
環境建設 
課  長 

上  野     崇  君 

環境建設 
課 主 幹 

前  田     裕  君 
産業観光 
課  長 

荻  野     了  君 

会計管理 
課  長 

出  口  貴  司  君   

 

職務のため出席した事務局職員 

  議  会 
  事務局長 

五  味  恵  介   
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    ◎開会及び開議の宣告 

 

                                   （午前 ９時３０分） 

〇議長（加藤大樹君） おはようございます。定刻となりました。ただいまより令和６年利島村議会

第４回臨時会を開会いたします。 

 

    ◎会議録署名議員の指名 

 

〇議長（加藤大樹君） 初めに、議事録署名人を指名いたします。 

  今臨時会は、２番、大磯元希議員、４番、井口保議員にお願いいたします。 

 

    ◎会期の決定 

 

〇議長（加藤大樹君） 会期についてお諮りいたします。 

  本臨時会の会期は、本日11月５日の１日間といたしますが、ご異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本臨時会の会期は本日11月５日の１日間とします。 

  日程についてお諮りいたします。 

  日程については、配付している日程に沿って進めたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 異議なしと認めます。 

  日程については、配付した資料のとおり進めます。 

 

    ◎日程第１ 議案第４４号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予算（補正第 

                 ２号） 

 

〇議長（加藤大樹君） 日程１、議案第44号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予算〈補正第２

号〉について議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 
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〇村長（村山将人君） 議案第44号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予算（第２号）。 

  令和６年度東京都利島村一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億3,893万円を増額し、

歳入歳出予算の総額を26億8,424万3,000円とする。 

  概要につきましては、総務課長のほうから説明いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） おはようございます。よろしくお願いします。 

  私のほうから、一般会計補正予算（第２号）の概要をご説明申し上げます。 

  ５ページをお開きください。令和６年度一般会計補正予算（第２号）の概要でございます。歳入

は主に国庫支出金で、物価高騰対応の重点支援地方創生臨時交付金163万7,000円と、支出金で７月

に東京都の採択を受けています子供・長寿・居場所区市町村包括補助事業の補助金でございまして、

長寿枠でございますが、こちらで１億412万円と、前年度の繰越金として１億7,162万9,000円を計上

しているところでございます。 

  歳出につきましては、総務費では高齢者の健康増進と生きがい創出事業、基金積立金などで１億

9,047万1,000円。衛生費では清掃センターの管理経費、また簡易水道事業補助金、また合併処理浄

化槽の事業の補助金などで1,933万5,000円と、商工費につきましては親水レクリエーション施設及

び公園施設の管理経費といたしまして493万円、土木費では道路管理経費、また村営住宅管理経費で

1,128万円、教育費では学校給食運営費等で120万6,000円計上してございます。予備費については、

９月補正で計上していました物価高騰に対する給付金事業及び村営住宅修繕に係る事業について早

期に対応する必要があり、一部費用について予備費から充当して対応したことによる補填分として、

1,184万6,000円の計上を行っているところでございます。一般会計の補正予算の額の規模といたし

ましては、その下の表のとおりとなってございます。 

  続きまして、主な事業の内容でございます。①、こちらが６ページからです。高齢者の健康推進

と生きがい創出事業、総務費総務課で１億82万3,000円と、予算書でいきますと、ちょうど21ページ

の中段でございます。こちらのほうなのですけれども、高齢者の健康増進と生きがいの創出事業と

いたしまして、高齢者の散歩習慣の定着化や健康に対する意識づけを強化するための健康アプリの

構築と、村史作成後から現在までの出来事についての高齢者を中心として地域の関係者と製作する

ことで、高齢者の生きがいを創出する利島村史のデジタル化について、東京都の子供・長寿・居場

所区市町村包括補助事業、一般的に３Ｃと言われているところの長寿枠について補助金の申請を行

ったところ、東京都の採択を受けることができたため、今年度の事業全体のプロジェクトマネジメ

ント費用、散歩健康アプリ構築費用、また村史のデジタル化費用について計上を行わさせていただ

きたいと考えております。歳入につきましては、東京都の事業の補助金のほうを当て込んでいると
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いったところでございます。 

  次に、清掃センターの施設修繕費、衛生費、環境建設課でございますけれども、924万円と、25ペ

ージ上段でございます。こちらなのですけれども、収集した可燃ごみを焼却炉へ押し込む施設、装

置が故障したため、修繕を行うための費用を計上させていただいております。 

  続きまして、簡易水道事業の補助金でございます。こちらも衛生費でございます。510万6,000円

と、こちら25ページ中段でございます。公営企業会計における経営戦略を策定するための委託費及

び再エネ施設の点検委託費における人件費増の分の増額補正とさせていただきたいと思っています。

合併処理浄化槽の事業補助金でございます。こちらも衛生費でございます。473万円、25ページ下段

にございます。こちらですけれども、公営企業会計における先ほどの簡易水道と同様なのですけれ

ども、経営戦略に策定するための委託費を増額補正させていただいております。 

  続きまして、親水レクリエーション施設、公園施設管理経費の修繕費でございます。商工費の中

で、所管は産業観光課の所管でございますけれども、こちら489万5,000円と、27ページの上段でご

ざいますけれども、はしけの広場の屋根の修繕工事に係る費用を増額補正させていただいていると

いったところになります。 

  続きまして、道路管理経費の委託費でございます。土木費でございまして、こちらは環境建設課

のほうの所管になりますけれども、130万円と、27ページ下段でございます。追加で、道路側溝の清

掃とか、また道路点検作業、また村道に係る樹木伐採を行うための増額補正となってございます。

また、道路管理経費の中で工事請負費でございますが、こちらも130万円の増額と、27ページ下段で

ございますが、追加でカーブミラー３か所、道路脇の手すり３か所の修繕、修理を行うための増額

の補正とさせていただいております。 

  また、村営住宅の管理経費でございます。こちら850万円でございます。27ページ下段になってい

ますけれども、西山第２住宅の１号棟、そのほか村営住宅の修繕を行うための増額補正をさせてい

ただいているといったところであります。 

  予備費でございます。９月補正では、物価高騰対策の重点支援事業について、11月末までに支給

を完了する必要があったため、326万円を計上させていただいておりました。また、村営住宅の管理

費では、年度内に修繕工事を完了させるために1,708万6,000円を計上していましたけれども、物価

高騰対策支援事業及び村営住宅の修繕については早期に着手する必要があったため、一部事業の事

業費を予備費から充当させていただいているといったところ、本補正では予備費に充当している分

を物価高騰対策重点支援事業分として326万円と、また村営住宅管理経費分として858万6,000円、合

わせて1,184万6,000円について計上させていただいているところでございます。 

  概要としては以上となります。よろしくお願いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 
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  質問は、各議案に対して、規則により規則第60条第５項、一問一答方式、規則第54条及び第62条

により質問回数は３回までとなります。 

  質問のある議員は挙手をお願いいたします。 

  １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 高齢者の健康増進と生きがいの創出事業についてです。 

  補助事業の長寿枠において、散歩アプリの構築及び村史のデジタル化について選定した理由は何

でしょうか。また、その選定に至った経緯と根拠をお聞かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 隅主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） おはようございます。よろしくお願いします。木村議員のご質問にお

答えいたします。 

  本事業に関しては、高齢者の生きがい創出と疾病予防、介護予防をテーマとして、アプリケーシ

ョン開発かつアプリケーションの活用、デジタル村史データ利活用の３つの軸をデジタル、リアル

の両面でつなぎながら、持続可能な地域の実現を目指すものです。当村は坂道が多い島の特性から、

近距離でも車の移動が主となっている状況で、仕事を除く運動習慣が根づいていない状況かと思っ

ています。また、健康診断におけるメタボの割合に関しては、都の平均より高い状況となっていま

す。また、小離島という制約により、医療、介護サービスの提供体制にも限界がある中で、高齢者

の疾病予防、介護予防は大きな課題であると考えております。これらの課題について本事業を通じ

て解決し、村民憲章にもあるとおり、将来にわたり生き生きと活力のある島を実現することを目的

とした事業になっております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問ございますか。 

  ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 同じ事業について質問させていただきます。 

  高齢者でスマホを持っていない人とかアプリを使いこなせない人がいると思うのですけれども、

その人たちに対するサポート体制であったり施策は何か検討されているでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 大磯議員のご質問にお答えいたします。 

  高齢者でスマホをお持ちでない方に関しては、本事業を通じてスマホの貸出し等、あとスマート

ウオッチの貸出しについても今検討しているところでございます。 
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  使いこなせない方については、現時点ですけれども、来年度高齢者のデジタルディバイドの解消

というところで、スマホ教室というのも検討しているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） たしかＩＰ端末もその形式で、ルーターというかモバイルＷi―Ｆiと一緒に

配布していると思うのですけれども、スマホとかの場合、電話がかかったり、そういう費用みたい

なところはどういうふうに今後検討されていく、利用者が負担するべきなのか、村がそこも、導入

してくださいと言うから村が負担していくのかもちょっと込みで、今検討している内容を教えてい

ただければと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  ご認識いただいているとおり、ＩＰ告知端末に関しては、Ｗi―Ｆi環境がないご家庭に関してモ

バイルルーターをお貸ししているところでございます。今後の事業でのスマホの貸出し等に関して、

ちょっとまだ検討中で、詳細についてはまだお示しできないところではございますが、ＩＰ告知端

末同様、貸出しているモバイルルーターを活用いただく等を考えていければと考えています。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問ございますか。 

  １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 同様に、高齢者の健康増進と生きがい創出についての質問になります。 

  健康アプリのデジタル化の開発後、保守運用が重要になると思いますが、長期的また将来的な費

用の負担や人材の確保については、どのような見通しをお持ちでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 木村議員のご質問にお答えいたします。 

  おっしゃるとおり保守、ランニングコストに関しては、きちんと検討していかなければいけない

なというところは認識しているところでございます。今回計上させていただいている散歩アプリ開

発等に関してなのですけれども、数社の見積りを取りつつ、将来的なランニングコストについても

見積りを取っている状況の中で、本来独自のアプリを開発した際の運用保守って、かなり高額、数

千万単位みたいな形になるような会社もございました。その中で一番安い会社を今選定しておると

ころでございます。 
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  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） お願いします。同様に、高齢者の健康増進と生きがい創出事業についてお

伺いしたいと思います。 

  この事業は、３年度にまたがった事業だというふうに前回の議会でお話をなさっていたと思うの

ですけれども、３年間にわたる事業計画、これをお伺いしたいです。予算も併せてどのようにお考

えになっているのかをお伺いしたいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  ご認識のとおり、今年度から３か年にかけて実施していく事業になります。今年度に関しては、

補正でお示ししている、議案書の21ページにお示ししているとおりの費用を見込んでおりまして、

こちらに関しては事業全体のプロジェクトマネジメント及び散歩健康アプリ構築の委託費用、散歩

アプリに関しては機能を利島バージョン、パーソナライズ化に関わる費用と、あと健康に関わるデ

ータ連携の検討と構築方針の整備に係る費用になってございます。加えて、デジタル村史に関して

は、既存の村史をスキャニングしたりとか、ＯＣＲ処理を行ったり、ＣＭＳの新規構築費用等にな

ってございます。 

  令和７年度以降に関しては、２年間で約２億4,000万ほどを見込んでいるところでございまして、

その２年間で実施する内容に関しては、散歩健康アプリのヘルス機能等の追加、散歩アプリの機能

拡充というところ、あとは村史のデジタル化に関わるＨＴＭＬファイルの制作と高齢者への取材等、

あとは健康データ利活用環境の構築、あとは先ほど申し上げたスマホ教室、高齢者の方々に貸与す

る端末の調達、また通信基盤の整備、あとは健康に関わるデータの利活用の環境の構築、あとＡＩ

語り部、デジタル村史をちょっとＡＩを活用して、語り部的な部分、サイネージといいますか、Ａ

Ｉ語り部みたいな環境が構築できないかというところも検討していきたいと考えているところでご

ざいます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問ございますか。 

  ３番、石野議員。 

〇３番（石野美由紀君） ２億4,000万でアプリの拡充を行うとか、そのようなご発言だったと思うの

ですけれども、それは次年度とその次の年と合わせてということで、予算については、どこから捻

出なさるということでお考えなのでしょうか。 
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〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  令和６年度に関しては議案書に記載しているとおりで、先ほど申し上げたのは令和７年、令和８

年で行う予定の事業の内容になってございます。予算に関しては、基本、東京都の３Ｃの補助金を

活用して行っていく予定でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） この散歩アプリについて異論があるとか、何か散歩アプリというか、総称

してしまうとあれなのですけれども、健康増進に役立てようというふうな発案やそういう趣旨とい

うのはとてもよく分かるのですけれども、それに伴って、どこかに行ったらば何か映して見えると

いったような、前回の議会でもお話が出たようなそのアプリをなぜ入れなければいけないのか。こ

の健康増進だけではちょっと足りないということなのでしょうか。なぜそれを併せ持つ必要がある

のかということと、これをどうしてやるのですかというふうな質問が前回の議会であったと思うの

ですけれども、効果的であるからというふうにして総称されていたようなあれなのですけれども、

効果的であろうと考えたので上程しているといったようなご発言が村長のほうからあったのですけ

れども、効果的であるというふうにしたお考えの元は、健康増進ではあるのですけれども、ウオー

キングや散歩が効果的であるのももちろん理解はできるのですけれども、現実的に今、外を見ても

歩いていらっしゃる方がいらっしゃらないというふうな総務課長のほうからのご発言もあったりも

している中で、この事業を始めることによって付加価値をつけたにしても、ご参加いただけるよう

な状態に持っていけるというふうなその効果だけではなく、この事業が成立するのだというふうな

根拠が何かおありになるのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  これ効果があるかというような確かにご懸念があるかなというふうに私も感じ取っていますが、

まさに私が前回９月議会で申し述べさせていただいたとおり、利島村の住民の健康に資するところ

に合致するのではないかといったところと、ある程度なかなかこれまで生活習慣の中でウオーキン

グを実施するということがなかったというか、なかったと言うのはちょっと語弊があるのかもしれ

ませんけれども、なかなかそこが実情と合っていないと。これはこの事業だけで、一つのもので完

結するものではないと私も考えております。ほかの住民課が所管するような事業の中でも、当然啓

発ですとか健康に資する高齢者、高齢者に限定しないですけれども、村民の健康に資するところと
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いうのは今後も進めていかなければいけないと。まさに石野議員のおっしゃっているとおり、何で

この高齢者かというと、高齢者の生きがいの創出というところもこの事業の根底の中である中で、

当然いろいろな様々な事業はこの中に盛り込んでいると。健康だけではなくて、あくまでも高齢者

の生きがい創出、では生きがい創出って何だというお話しされて、先ほど隅主幹のほうから申し述

べたとおり、村史、30年来更新されていないとか、もう今現時点で行わないと、その30年間の記録、

特に行政で文書に残っていないような記録とか、そういったものは今掘り起こしておかないと、高

齢者から聞いておかないと、これ全くなくなってしまう可能性があるといったところも含めて、各

これまでの議会の中でも度々話題にも上がっているといったところも含めて、今回の事業の中で全

てというか、概括的にというのですか、大きく網羅しているといった中で、高齢者のこの健康アプ

リだけではなくて、いろんなことを含めて高齢者の生きがいも創出しながらといったところで、健

康も含めて、それも当然健康のうちの一つの中でも入ってきますけれども、そういった中を含めて、

この事業の中で実施していきたいというふうに村のほうとしては考えているといったところでござ

います。 

  以上でございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 中之条町でしたっけ、そこの二番煎じというかコピーのようなものという

ような感じのニュアンスのお言葉でご説明が前回あったと思うのですけれども、全てその同じよう

な……。 

〇議長（加藤大樹君） 一旦、すみません、休憩します。 

         （休憩 午前１０時００分） 

                                           

          （再開 午前１０時０１分） 

〇議長（加藤大樹君） 再開いたします。 

〇３番（石野美由紀君） 始めます。９月の定例議会で、ある議員の方が中之条町の史跡めぐりのよ

うなものをサポートする案内をするといったような感じのご発言があったのですけれども、執行部

側からはそのような内容の説明はなかったと思うのです。利島でもそのパターンを取り入れようと

しているのでしょうか。例えば、その史跡なりなんなりへ行って、そういうふうなアプリで見たと

きのものを開発するというふうな、この散歩の関係だけではなくて、今この議会の中の発言の中に

は出てきていませんけれども、別のアプリの開発もなさっていると思うのですけれども。違いまし

たっけ、勘違いでしょうか。どこか行って写真を撮ったりする、スマホをかざしたりすると何かこ

う映ってという、そのようなのが一緒にこれの事業に合わさっているというような理解でお話があ

ったと思うのですけれども、それについても中之条町と同じような形で、運用を考えているのかと



 - 13 -

か、そういうことを知りたいということと、全体的に予算をかけて、費用対効果をどのようにして

算出して考えていくのだろうというふうなことをちょっとやっぱりお聞きしたいなと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  現在ちょっとアプリを開発しているというところは、今実際アプリ開発していないので、何のこ

とかちょっと分からない中での回答になります。中之条町さんの話、史跡めぐり等の話があったか

と思いますけれども、利島村で今考えているものに関しては、この事業の中でデジタル村史という

ものを作成していくところで、そのデジタル村史のデータと散歩アプリを連動させる、連携させる

というところを考えています。散歩アプリを使いながら、例えば大石山遺跡とかに行った際に、デ

ジタル村史に記載されている内容等がそこで見られると。それを見て過去を回想していただくとか、

昔こういうことがあったのだなという歴史を学んでいただけるような環境を考えているところでご

ざいます。 

  費用対効果に関してなのですけれども、先ほども申し上げたのですけれども、本事業に関しては

高齢者の生きがいの創出と疾病予防、介護予防をテーマとしておりまして、村民憲章にある将来に

わたり生き生きとした活力のある島を実現することを目的としているところでございまして、費用

対効果の見込みをお示しすることはちょっと難しいかなと考えているところでございます。 

  とは言いつつも、一方で散歩とか健康アプリやデジタル村史、ＡＩ語り部を組み込んだサイネー

ジについては、高齢者のみならず幅広い世代で日常や教育等の場面での活用が見込まれることから、

本事業に関わる費用に対して十分な効果が得られると考えているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問ございますか。 

  ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） よろしくお願いいたします。私も、１番の高齢者健康増進生きがい創出事業

についてお尋ねいたします。 

  都の補助金が通る申請をして、このタイミングで補正の予算案にのってきているという状況かと

思いますが、皆さんの質問が恐らく集中しているのも同じ理由かと思いますが、この補正予算の中

で相当大きな比率を占める予算で、かつプロジェクトの立ち上げ時の予算かと思いますので、具体

性に欠けている部分とか、こちらがイメージできていない部分が多くあるところで、住民の理解が

得られるかというところを皆さん気にして質問されているかと思いますが、ここからもちろん３か

年の事業ですので、今構想段階の中で、皆さん目的とかそういったところに関しては理解を示した

上でのお話をされているかと思いますので、最終的な２軸で、村史のデジタル化の部分と健康アプ
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リの開発の２つの項目のプロジェクトが柱となってくると思うのですが、現段階で決まっている具

体的なゴール、このアプリを開発することによって何ができるようになるというところは最低考え

ていると、今の時点でもう決めて、そこに向かって走っている。村史のデジタル化に関しては、具

体的に住民は何をできるようになるのか。例えば、紙の更新が止まっている中で資料の閲覧性がよ

くなるだったり、更新が一度デジタル化するとスムーズに進んでくる部分もあるかと思いますので、

村史のデジタル化によって資料が適正に更新され続けるというところを目指しているのか、今の段

階で既に、デジタル化をすることによって村民がどういうふうに村史に触れられていけるようにな

るのか、どういった利便性があるのか。目的は皆さん理解しているかと思いますので、現段階で決

まっている具体的にこういったことがそれぞれの事業でできるようになりますというところを、分

かる範囲で、決まっている範囲でお尋ねできればと思います。よろしくお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 髙田副議長のご質問にお答えいたします。 

  今年度の費用に関して、事業構想の段階というお話がありましたけれども、一応今年度アプリも、

初期版ですけれども開発をしていきます。村史に関してもデータ化というところを進めていきます。 

  それぞれの最終的なゴールの見込みというところなのですけれども、散歩アプリで健康アプリに

関しては、仕事以外での外出、散歩の動機づけをするとともに、新たな生きがいの創出と健康維持

を図っていくこととして開発していくのですけれども、その動機づけの中でデジタル村史の情報を

その場で閲覧できるような環境をつくることで、利島ならではのモデルコースの設定とか、あとは

移動した距離に応じてポイントを付与するとか、また島内での上位者のランキングを表示できるよ

うな形で、外出をする機会、散歩する機会を増やしていければと考えているところでございます。 

  デジタル村史に関しては、まず既存の村史と、あとは村史ができてから今までの空白の部分に関

してデジタル化を考えておりまして、デジタル化をすることで時間とか場所、媒体を問わずに村の

歴史に触れることができる、学べることができる環境を目指しているところでございます。また、

デジタル化に関連しまして、村の歴史の語り部の知識や経験をアーカイブ化して、聞き手の問いに

対してＡＩで音声で回答するようなＡＩ語り部の構築も考えているところでございます。また、そ

のデジタル村史の制作の過程において、高齢者が回想することで認知症の予防を図るだけではなく

て、島内の多様な関係者を巻き込んでワークショップ形式で制作することを考えており、この方法

で政策を進めることで豊かな地域のコミュニケーションの構築を図るとともに、生きがいの創出に

つなげていければと考えております。デジタル村史に関しては、ＣＭＳで構築することで追録が可

能な環境としまして、継続的な歴史の引継ぎとか世代間の交流、生きがいの創出を実現できればと

考えているところでございます。 

  以上です。 



 - 15 -

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問ございますか。 

  ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ご回答ありがとうございます。 

  続きまして、また１番のところで追加でご質問させていただきたいのですが、今の質問でお伺い

したのが、今現在プロジェクトの立ち上げ時に目的含め、あと今決まっている実現したい、実現で

きるであろう項目についてお伺いしました。この事業につきましては、健康アプリの構築と村史の

デジタル化の２本立てのご説明になっていますが、答弁聞いている中で、かなり健康アプリの構築

と村史のデジタル化が、これイメージですけれども、健康アプリのほうに統合されて、生きがい創

出とかのところで関連してくるのかなとかいうような印象を受ける部分もあります。なので、最終

的にはデジタル化と健康アプリの開発が統合された事業のような形で何か統合されていくのか、そ

ういった可能性があるのかというところと、それは現段階で構想があるのかというお話なのですけ

れども、健康アプリの開発とかデジタル化のこの事業をやった上で整備できる地域のネットワーク

だったり、あとは環境の構築としては、インフラとしてはかなり今後重要なものが残せるのではな

いかという事業の先行きみたいなのは見られると思っておりまして、例えば、スマートウオッチだ

ったりスマホの配布等を検討されているということでしたが、長寿化の健康アプリの開発等も含め

て、かつそういったウェアラブル端末等の配布等も考えているということですと、例えば高齢の方

の孤独死の対策であったり、例えば健康状態が今日もしっかり活動されていると、心拍が送られて

くるのか、血圧が送られてくるのか分からないのですが、健康状態をトラッキングできて、利島の

高齢者の方の孤独死だったり、あと健康長寿のところに対応できてくるような環境整備ができる可

能性がある事業なのではないかなという印象を受けますので、現段階でどういったこの２本立ての

事業が統合化なされていくのか、いやそもそも別立てだというお話なのかという部分と、今後のこ

のプロジェクトで残った資産といいますか、インフラとしてどういった活用、横の展開が考えられ

ているのか、想定されているのかというところ、現段階で分かる範囲でお伺いできればと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 髙田副議長のご質問にご回答します。 

  まず、デジタル村史、健康アプリの統合に関してなのですけれども、現段階では統合というより

は連携というほうが近いかなと考えております。この事業に関して、散歩アプリ、健康アプリの開

発と村史のデジタル化の２本立てに加えて、あとその健康アプリで取得したデータの利活用という

ところも今考えているところでございまして、先ほどのスマートウオッチから得られる健康データ

について、もちろんその健康データを取得された個人の方の了承を得ての上にはなりますけれども、

そのデータを例えば健康診断の際とか、診療所に行った際とか医師とかに見せて、リアルな健康状
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況を把握するとか、あとは保健師による保健指導等に活用できればと考えているところでございま

す。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

  ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ご回答ありがとうございます。今後のインフラとして整備された後の展開に

ついては、かなり有用かなという印象でした。 

  ここで、別の項目について質問したいと思います。３番の簡易水道事業と４番の合併処理浄化槽

事業の部分にちょっと重複する質問になるのですが、公営企業会計を導入されたということで、こ

この部分に関しては複式簿記が採用されてきているというのが、これは利島村だけの問題ではなく

て、多くそういった事例が見られるようになってきているかと思うのですが、導入自体は世の中の

動きとしてそういうものだという認識なのですが、経営戦略を策定するための委託費というところ

が、ここの２つに関しては共通してあるかと思うのですが、ここから読み取れる範囲で言うと、恐

らくコンサルさんへの委託の費用かなと推察されるのですが、具体的に経営戦略を策定するための

コンサルさんへの委託をした際に、どういった経営戦略を相談するというか、コンサルに依頼して

いくお考えなのかをお伺いしたいと思います。お願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 髙田副議長のご質問にお答えさせていただきます。 

  経営戦略になってございますけれども、総務省のほうで決まったフォーマットはございますけれ

ども、移行10年間程度の収益的収支と資本的収支でございますが、こちらのほうのちょっとシミュ

レーション実際いただいて、そちらのほうをまた使わせて、そちらのほう組み込んで、経営戦略と

して上げさせていただくというところを現在考えております。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問は。 

  ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 髙田議員と同じ内容なのですけれども、質問内容同じ場所なのですけれども、

具体的に、例えば今だと営業費用より営業外利益のほうが大きいと思うのですけれども、それを営

業利益のほうを大きくするみたいな、例えば水道料金であったり、そういう料金の値上げみたいの

を相談しているのか、それとも10年間こういう計画というのが出てきて、それが来た上で村がそう

いう判断をするという形なのか、どこまで経営戦略をお願いして、そういう成果がどういうものが

返ってくるかをちょっと具体的に、期待することでもいいので、お伝えいただければと思います。 
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〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 申し訳ございません。配慮ありがとうございます。 

  内容についてなのですけれども、その具体的なところも、まだどこまでやるかってちょっと正直

言って決まっていないのですけれども、流れとしては実際にこの経営戦略を見て、その使用料、手

数料を考えなさいというのが恐らく総務省の考えであると思っております。ただ、正直なところ申

し上げて、その使用料を現在でも例えば下水道でも実際に営業収益として手数料、使用料こちらで

やると、実際に20倍ぐらいの料金をいただくような改定をしないと大体イーブンにならないという

のが現状でございます。そちらの中で、恐らく国の意図としては、使用料、手数料ちゃんと考えな

さいというところでございますけれども、私ども一貫してそこに関しては、実際経営戦略を立てな

がら、その使用料、手数料をちゃんと考えなければいけないねというところになると考えておりま

す。 

  以上でございます。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了して、これより討論を行います。 

  まず、反対の討論の議員は挙手願います。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 私、趣旨は全く反対であるというふうなものではありませんけれども、こ

の計画にちょっと無理があるのではないかというふうな考えを持っています。せっかくいろいろお

考えになって、予算も引いてきてくださったのですけれども、実際にこの計画でどれだけの方がご

参加いただけるのかなという、そちらの不安がとても多うございます。もう少し現実的と言ったら、

これが非現実的なのかというふうな意味合いになってしまいますけれども、ちょっと今の現状、例

えば夏の暑さに対してどう対応なさるのかとか、ただ外を歩けというのか。何か温暖化に伴って、

夏が長くて秋がなくなってしまって、急に冬になってしまうような、冬になってしまえば西風が吹

くというふうな、こういうふうな厳しい状況下で、幾ら坂とか、そういうふうなのが効率的である

とか、そういうふうなことであっても、現実的にそれに参加していただけるような案であれば賛成

もしたいなというふうな考えはありますけれども、今の案だけでは、案だけが先走ってしまって、

実際にご参加いただけるような、もうちょっとそこを考えていただくような修正をしていただける

ようなものがあれば賛成したいと思いますけれども。今の段階での計画にとっては、委託費があま

りにも多いということや、委託費が多いことであってもご参加いただける方がいて、それがメリッ

トになるのであるならば、それは了となるのですけれども、ちょっと先行きが見えないように思い
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ます。 

  よって、ちょっと修正を加えていただけるような、せっかく補助も頂戴して、村史のほうの計画

も進んでいるということであるならば、多少の道筋からずれない程度のことでご修正いただけるよ

うな形でお考え直しいただけるような形であれば賛成したいと思います。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 次に、賛成の討論の議員は挙手願います。 

  １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 今回の補正予算に対して、私は賛成の立場を表明いたします。 

  まず、高齢者の健康増進と生きがい創出事業については、執行部のほうから運用保守については

見積り検討段階というご回答いただきまして、効果については、様々な用途で様々な人が利用する

ので、十分効果があるだろうとのご回答をいただいたと思っております。また、こちらについては、

執行部の皆様にはより詳細な計画と効果の実証を引き続きお願いできればと存じます。 

  また一方で、この予算にはインフラ整備修繕など、村の基盤を維持し、運営していく上で重要な

事業が多く含まれております。ですので、今予算案に対しまして私は賛成を表明いたします。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに討論はございますか。 

  ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 私も本議案に対して賛成いたします。 

  高齢者の健康増進と機会創出事業について、課題検討が多くの議員から挙げられたと思うのです

が、本事業以外に住宅修繕と予備費に入っている支払い等を遅らせることは住民生活や村民等に多

大な影響があると思っています。そのため、今後議会として高齢者健康促進と生きがい創出事業に

ついて検討、双方向の対話等を繰り返し行っていきたいと思っています。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了します。 

  これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成４、反対１。 

  よって、原案は可決されました。 
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    ◎日程第２ 議案第４５号 令和６年度東京都利島村介護保険事業特別会計（事 

                      業勘定）補正予算（第１号） 

 

〇議長（加藤大樹君） 続きまして、日程２、議案第45号 令和６年度東京都利島村介護保険事業特

別会計（事業勘定）補正予算（第１号）について議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 32ページをお開きください。 

  議案第45号 令和６年度東京都利島村介護保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）。 

  令和６年度東京都利島村介護保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）は、次に定める

ところによる。 

  歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ612万6,000円を増額し、

歳入歳出予算の総額を5,235万4,000円とする。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いします。 

  こちら介護保険事業勘定でございますが、まず歳出のほうを御覧ください。42ページですか。こ

ちらなのですけれども、中段、一番右側に償還金ございます。これ何かと申しますと、前年度、要

は令和５年度に介護給付費、国庫負担金とか地域支援事業交付金とか、そういうものを多くもらい

過ぎてしまったといったところでございまして、介護保険のまず制度の説明から申し上げますと、

給付費、サービスを受けた医療と一緒なのですけれども、高齢者が介護保険を使ってサービスを受

けた部分の一定の割合を、それぞれ国、東京都、村及び被保険者って方ですか、65歳以上の１号被

保険者の方と40歳以上65歳未満の２号被保険者の方の保険料でそれぞれ賄っていただいているとい

ったところでございまして、こちらの部分が令和５年度に積算をして、年度当初に積算してこのぐ

らいサービス使うのだよといったところで、見込んだ額を国とかにこのぐらいの額使いますという

お話をさせていただいて、国から認めていただいた部分について、実際にサービス使ったけれども、

利用者さんがいなくなってしまったりとか、そういった中で、実際そこまで使わなかったといった

ところを翌年度精算して返還しなさいよといったところになって、そこというのはどこにかかって

くるかということは、歳入のほうの繰越金というのがそれぞれ、40ページですか、前年度繰越金あ

るのですけれども、要は令和５年度に余ったお金をそのまま令和６年度にお返しするというような



 - 20 -

ことで、そういうような流れな形で、今回の補正については前年度の余った分とか、余ってその割

合に応じた返還しなければいけない部分とか、逆に保険料で一部積み立てなければいけないと、前

年度の部分で決まった割合の中で積み立てなければいけないといったものを、その上の段ですけれ

ども、積立金のほうで積み立てさせていただいているといったところが今回の補正の内容となって

おります。 

  以上でございます。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。 

  質問はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了して、これより討論を行います。 

  討論はございますか。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 特別会計について何ら異論があるわけではないのですが、一般会計のほう

からの振替がありますので、反対せざるを得ないと思います。以後の特別会計についても同様なの

で、そのようにお取り扱いください。よろしくお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので討論を終了します。 

  これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成４、反対１。 

  よって、原案は可決されました。 

 

    ◎日程第３ 議案第４７号 令和６年度東京都利島村簡易水道事業補正予算（第 

                 １号） 

 

〇議長（加藤大樹君） 続きまして、日程３、議案第47号 令和６年度東京都利島村簡易水道事業補

正予算（第１号）について議題といたします。 
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  執行部の説明を求めます。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ちょっとデータのほうがいろいろ不具合がありまして、申し訳ございません。

54ページをお開きください。 

  議案第47号 令和６年度東京都利島村簡易水道事業補正予算（第１号）。 

  簡易水道事業補正予算は、次に定めるところによるというところで、詳細に関しましては所管よ

り説明いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 簡易水道事業補正予算の第１号について説明させていただきます。 

  議案書54ページ及び60ページを御覧ください。収益的収支及び支出についてです。まず、収益的

収入に関しまして、簡易水道事業収益について、営業外収益は一般会計からの補助560万6,000円を

補正計上させていただいております。 

  続いて、収益的支出について、簡易水道事業費用について、営業費用は浄水場の再生可能エネル

ギー施設について、点検の委託業務について、契約前の見積り再取得に際し、人件費について増額

が示され、15万6,000円の増額。国より令和７年度までに改定が求められている経営戦略の策定支援

業務委託料が495万円のほうの増額、合わせて合計で510万6,000円になっております。 

  資本的収入及び支出について、今回補正はありません。 

  以上、令和６年度簡易水道事業補正予算の第１号について説明させていただきました。よろしく

ご審議のほどお願い申し上げます。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。 

  質問はございませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了して、これより討論を行います。 

  討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了します。 

  これより採決を行います。 

  採決は、タブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 
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  投票の結果、賛成４、反対１。 

  よって、原案は可決されました。 

 

    ◎日程第４ 議案第４６号 令和６年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別会 

                 計補正予算（第１号） 

 

〇議長（加藤大樹君） 続きまして、議案第46号 令和６年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別

会計補正予算（第１号）について議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 43ページをお開きください。日程表でお示しした議案番号と誤って表示して

しまって申し訳ございません。議案46号になります。 

  令和６年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）。 

  令和６年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。 

  歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ133万8,000円を増額し、

歳入歳出の総額を1,142万6,000円とする。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いします。 

  こちらですけれども、後期高齢者医療の分賦金の部分と、前年度からの繰越金の部分と、保険料

のかかるところでございまして、44ページ、45ページを見ていただけると一番分かりやすいかと思

っております。 

  まず、保険料についてですけれども、133万8,000円と、こちらのほうが年度当初予定していたよ

りも保険料のほう実際に計算、算定し、本算定で算定していったら、保険料のほうが多く徴収でき

たといったところで、そちらのほうを増額で補正させていただいているといったところで、その部

分がそのまま保険料のほうは後期高齢者広域連合、東京都の広域連合のほうに納付しなければいけ

ませんので、歳出のほうの45ページでそのまま納付金として同額を支出させていただきたいといっ

たところでございます。 

  また、歳入のほうで、もう１ページ戻っていただいて44ページなのですけれども、前年度より繰

越金が発生していますので、その部分につきましては、こちら一般会計からの繰入金を削減してい
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るといったのが今回の補正の内容となっております。 

  よろしくお願いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。 

  質問はございませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了して、これより討論を行います。 

  討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了します。 

  これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成４、反対１。 

  よって、原案は可決されました。 

 

    ◎日程第５ 議案第４８号 令和６年度東京都利島村浄化槽事業補正予算（第１ 

                 号） 

 

〇議長（加藤大樹君） 続きまして、議案第48号 令和６年度東京都利島村浄化槽事業補正予算（第

１号）について議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 61ページをお開きください。 

  議案第48号 令和６年度東京都利島村浄化槽事業補正予算（第１号）。 

  第１条として、令和６年度東京都利島村浄化槽事業補正予算（第１号）は次に定めるところによ

りますということで、第２条以降、詳細は所管より説明いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 令和６年度浄化槽事業補正予算（第１号）について、ご説明いたし
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ます。 

  議案書61ページ及び67ページを御覧ください。収益的収支及び支出についてです。まず、収益的

収入に関しまして、浄化槽事業収益について、営業外収益は一般会計からの補助473万円を補正計上

しております。 

  続いて、収益的支出に関しまして、浄化槽事業についてですけれども、営業費用、国より令和７

年度までに改定が求められている経営戦略の策定支援業務の委託料が473万円の増額となっていま

す。 

  資本的収入及び支出について、今回補正はありません。 

  以上、令和６年度浄化槽事業会計補正予算案（第１号）について説明させていただきました。よ

ろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。 

  質問はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了いたします。 

  これより討論を行います。 

  討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論は終了します。 

  これより採決を行います。 

  採決は、タブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成４、反対１。 

  よって、原案は可決されました。 

 

    ◎閉会の宣告 

 

〇議長（加藤大樹君） お諮りします。 

  本臨時会の会議に付された事件は全て終了しました。 

  したがって、会議規則第７条の規定によって、本日で閉会したいと思いますが、ご異議ございま

せんか。 
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          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本臨時会は本日で閉会することに決定しました。 

  令和６年利島村議会第４回臨時会を閉会します。 

  お疲れさまでした。 

                                  （午前１０時５０分） 
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